
 この表では、災害時における一般的なこころのケアのうち、特に、うつ病、ストレ
ス、飲酒、自殺、ひきこもり、認知症等のケアに関する参考資料を紹介しています。  
  ①及び②は、地域の行政職員や保健医療従事者が一般的なうつ対策に取り組む際の

マニュアルです。不安を抱えている人との会話での注意点と、説明の仕方や問いかけ
の例が具体的に挙げられています。  
  ③では、保健・医療関係者向けに、被災によりアルコールに依存してしまう人への

対処法が説明されています。  
  ④は、自殺未遂者、自傷を繰り返す人及び自殺を考えている人を含む「自殺に傾い

た人」を支援対象者として想定しています。保健所及び精神保健福祉センター職員、
市町村職員や民生委員･児童委員向けに、相談支援活動に必要な基本的知識や行動指
針が書かれています。  
  ⑤は、ひきこもり事例のガイドラインです。精神保健・医療・福祉・教育等の専門

機関向けの「ひきこもり」の評価と支援の実践的な資料です。  
  ⑥及び⑦は、避難所等で生活されている認知症の人と家族に関するマニュアルです。
⑥は、現地で認知症医療に携わる医師や看護師等医療従事者を対象としています。一
方、⑦は、介護職の人を支援することを目的としています。  
  

  本資料への収録日：平成27年３月31日  
  改訂日：平成31年３月31日 
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